
小学校におけるロボットコンテストでの情報支援について* 
 

熊 丸 憲 男   中 野  明† 
久留米工業高等専門学校 制御情報工学科‡ 

 

1．はじめに 
創造教育の効果的な教育方法のひとつとし

てとして，対戦を目的とした小型ロボットの開
発，いわゆるロボットコンテスト，通称ロボコ

ンがあげられ，現在，小学校から大学までさま
ざまな教育機関で実施されている[1]． 
ロボコンを教材として用いる場合，ある命題

を学習者に提示し，学習者が命題を解決するた
めの創意工夫を行うという形で実施する場合

がほとんどである．学習者が創意工夫を行う際，
創意工夫の方向性を決定するための基準のひ

とつとして，ロボットに発生している物理現象
があげられる．学習者はロボットに発生する物
理現象を観察し，ロボットにどのような物理現

象が発生しているかを捉え，その物理現象を元
に創意工夫の方向性を決定する事が多い．例え

ば，製作したロボットの移動速度が目標に達し
ない場合，学習者は，その原因が床面の摩擦に
あるのか，モータの出力にあるのか，ロボット

の重量にあるのかなど，物理現象を観察するこ
とにより，創意工夫の方向性を決定する．この

ように，ロボコンにおいて創意工夫を行う際，
物理現象を正しく捉えることは重要である．筆
者らは，物理現象を正しく捉えることができる

能力を，物理現象を捉える能力と呼び，ロボコ
ンにおける重要な学習効果のひとつであると

考え，物理現象を捉える能力の測定方法につい
て研究を行っている． 
ロボコンを教材として教育を行った場合，2

つの物理現象を捉える機会がある．ひとつは，
自らのロボットを製作，調整を行う際，物理現

象を捉える機会がある．もう 1 つは，コンペ形
式で試合を行う際，他者が行った創意工夫を捉
える機会がある．自らが製作したロボットにつ

いて正しく物理現象を捉えることができる学 
習者は多い．しかし，他者が作成したロボット

について正しく物理現象を捉えることができ 

 
 

る学習者は少ない．他者が製作したロボットを

観察し，他者が製作したロボットの物理現象を
捕らえ，他者が行った創意工夫の理由を知るこ
ともロボコンの重要な教育効果のひとつであ

る． 
 そこで，創意工夫を行う際に計算機を用いて

情報支援を行い，授業に参加している学習者全
員で創意工夫の基準となった物理現象の情報
を共有する事により，他者が製作したロボット

の創意工夫の基準となった物理現象を知るこ
とを支援し，学習効果を高めることを提案する． 
 本論文は，その手始めとして行った実験，実
験後に行ったアンケート調査について報告を
行う． 

 

2．実験 

2．1 小学校でのロボコン 
 実験の手始めとして，ロボコンを教材とした
授業を行い，物理現象を捉える能力の調査を行

った．調査のための授業は，福岡県にある久留
米市立篠山小学校の協力のもとに，平成 16 年

から平成18年までの9月から11月に実施した． 
 

2．2 ロボコンのルール 

 競技は，筆者が平成 9 年度に久留米工業高等
専門学校で行った授業を，小学生向けに再検討

した[2]．ロボットは，一から製作するのでは
なく，株式会社田宮のブルドーザーセットをロ
ボットのベースとして用いた．小学生の製作能

力と,製作段階と調整段階を明確に区別するこ
とを考慮したためである．キットを使うことに

より，各ロボットの相違点は，創意工夫の違い
のみとなる． 
 

2．3 平成 16 年の実験結果 
 授業終了後にアンケートを行った．アンケー

トの条件を以下に示す． 
・授業を受けた被験者全員（49 名）に実施 
・被験者 49 名中 47 名の回答が得られた 

・授業開始時と終了時に実施 
・物理現象を捉える能力に関するアンケート 
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項目は授業終了時に実施 
・アンケートの項目で，物理現象を捉える能力

の調査に関する項目は以下の 2 点 

1.あなたが作ったロボットのいい点を教 
えてください． 

2.友達が作ったロボットでいいと思うもの
を 3 台，その理由といっしょに教えてくだ
さい． 

・物理現象を捉えているかどうかは，物理 
現象を正しく捕らえて説明できているかで

判断した． 
例：「スピードを上げるために，車体を軽くし
た」は物理現象を捉えて説明できているものと

した．「点がたくさん入るようにスピードを上
げた」は物理現象を捉える事が出来ていないと

した． 
以上のアンケートを行った結果を下に示す． 

物理現象を捉える能力
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グラフ 1：アンケート結果 
 
自分が製作したロボットについては全体の約
6 割（27/47）の被験者が物理現象を捉えて説

明が行えている．それに対して，他者が製作し
たロボットについては約 3 割（15/47）の被験

者しか説明を行えていない．以上のアンケート
調査により，他者が行ったロボットの物理現象
を正しく捉えることが困難であることがわか

った． 
 

2．4 平成 17 年の実験結果 
 平成 17 年度も，平成 16 年度と同様の授業と
アンケートを行った．平成 16 年度の授業内容

に加え，ブルドーザーの絵を B0 のサイズに引
き伸ばしたものを教室に設置し，被験者に自ら

が改造した部分にどのような改造を施したの
いかが書かれたメモを貼り付けてもらった．そ

の結果，全体の約 7 割（27/35）の被験者が物
理現象を捉えて説明が行えた．他者が製作した
ロボットについては，約 6 割（22/34）の被験

者が物理現象を捉えて説明が行えた． 
 

3．計算機による情報支援 
実験により,情報を共有する事によって，他

者が製作したロボットの物理現象を捉えるこ

とができる被験者が増加することが判明した．
しかし，メモによる情報共有では情報量が制限

され，指導者や被験者が検索を行う際に手間が
かかるだけでなく，小学生の文章力では，自分
の創意工夫を十分に表現できないといった問

題がある. 
そこで，計算機を用いて情報共有を行うこと

を提案する．これには以下の 2 つの目的がある． 
 
1.情報検索を容易にする 

2.論理的な文章構成を身につける 
 

一つ目は，情報検索を容易にし，被験者が事
例の検索を行う，または，指導者が学習の状況
を把握する際の検索を容易にすることを目的

とする． 
二つ目は，情報を提示する際に，論理的な説

明を行えるようにすることである．小学生の文
章力では，「前に大きな紙をつけて，一度に運
べるようにしたところ．」など，説明が不足す

る記述が目立つ．そこで，改造する目的や理由，
改造する個所などを順に入力させる事により，

論理的な説明が行えるようにすることを目的
とする．  
 

4．おわりに 
 今回の実験で，ロボコンを行ない際の情報支

援の必要性がわかった．今後は，実際に計算機
を用いた支援を行い，学習効果の変化を調査す
る予定である． 
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